
Community Weighted Mean (CWM) 

機能群を使った群集解析の指標：Community Weighted Mean について 
Diaz et al. 2007 

CWMjk = tjk = Σ pik × tij i=1 

S 

群集kに出現した種iの機能（形質）jについて 

pikは群集kに出現した種iの相対優占度 

tij は種iの機能jの任意の値を用いる 

種ごとの数値データがあればそれを使う。 

例えば、高さについて「種A 15cm、種B 100cm、種C 85cm」など 

数字がない場合は二値やカテゴリーで扱うことも可能 

「在来種1・外来種0」、「春咲1、夏咲2、秋咲3」など 

Community Weighted Variance (CWV) 

CWVjk = Σ pik × (tij - tjk)^2 = Σ pik × (tij)^2 – (CWMjk)^2 
i=1 

S 

群集kに出現した種iの機能（形質）jについて 

i=1 

S 
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